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	『技を育む』	中島　央	109





 

	追　悼
	
	高橋規子先生を偲んで	八巻　秀	111





 

	年次大会発表演題
	
	第21 回秋田大会発表演題		116





 

	
	「ブリーフサイコセラピー研究」編集・投稿・審査規定		120








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第20巻 1号 2011			

		

		

				
				
	巻頭言
	
	学会誌20 巻に寄せて	遠山宜哉	1





 

	展望
	
	ミラクル・クエスチョンの効果的な用い方	伊藤　拓	15





 

	研究報告
	
	ネガティブな感情に関心を向け，非現実的に思えるビリーフを尊重すること：被害的思考を持つ女性との面接	青木みのり	27
	大学授業におけるWOWWアプローチ実践の効果：学生の授業理解度をもとにして	石丸雅貴・相模健人	39





 

	書　評
	
	『発達障害は治りますか？』	岡留美子	48
	『アスペルガー症候群への解決志向アプローチ─利用者の自己決定を援助する』	白木孝二	49
	『統合失調症を理解し支援するための認知行動療法』	菊池安希子	50





 

	
	「ブリーフサイコセラピー研究」編集・投稿・審査規定		51








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第19巻 2号 2010			

		

		

				
				
	追悼
	
	追悼：宮田敬一先生	中島　央	63





 

	特集　外在化
	
	「問題の外在化」再考	児島達美	67
	問題の外在化アプローチ：創造的な会話のための配慮点とは	長沼葉月	77
	ナラティヴ・セラピーにおける援助者のポジショニングはブリーフセラピーの

発展に何をもたらすのか：脱中心化共有の観点からの一考察	坂本真佐哉	90
	「あばれ鬼」の外在化を中心とした子どもたちとの協働	安達映子	103





 

	書評
	
	『精神科医のための解決構築アプローチ』	長田　清	114
	『システム論から見た援助組織の協働─組織のメタ・アセスメント』	八巻　秀	115
	『可能性としての心理療法』	遠山宜哉	116





 

	
	「ブリーフサイコセラピー研究」編集・投稿・審査規定		117








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第19巻 1号 2010			

		

		

				
				
	原著
	
	ソリューション・フォーカスト・ブリーフセラピー面接におけるクライエントの満足感測定尺度の作成	鈴木俊太郎	1





 

	研究報告
	
	「ブリーフサイコセラピー研究」の動向と提案：

創刊号から16 巻までの掲載論文に基づいて	長谷川明弘・

松岡智恵子	15





 

	教育講演
	
	マインドフルネス認知療法：注目を集めている理由とその効果機序	越川房子	28





 

	シンポジウム　「初学者のためのブリーフセラピー」
	
	「初学者のためのブリーフセラピー」企画にあたって	安江高子	38
	ブリーフセラピーの自在さについて	田中　究	40
	治療的援助としての質問	尾形広行	45
	「問題の外在化」について	大倉智徳	48
	ブリーフセラピー実践：初学者の巻	若林邦江	52





 

	書評
	
	『子ども相談・資源活用のワザ：児童福祉と家族支援のための心理臨床』 ･	長沼葉月	56
	 『インクルーシブセラピー：敬意に満ちた態度で

クライエントの抵抗を解消する26 の方法』	森岡正芳	57
	『現実に介入しつつ心に関わる：多面的援助アプローチと臨床の知恵』	児島達美	59








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第18巻 2号 2009			

		

		

				
				
	招待論文
	
	Assessment in Ericksonian psychotherapy and hypnosis

(エリクソニアン心理療法と催眠における見立て)	Brent B. Geary

（訳:津川秀夫・

妹尾靖晃・

菊池安希子) 	73





 

	特集　見立て
	
	協働する見立て：ケース・フォーミュレーション	菊池安希子	89
	社会性の障害と生きやすさの見立て	市橋香代	102
	 ブリーフセラピーにおける見立ての方向性：Milton H. Erickson の発想から	中島　央	114
	「からだ」を通しての見立て：動作療法の立場から	窪田文子	128





 

	会員調査
	
	あなたにとってのブリーフサイコセラピーとは？：第2回会員動向調査（2008）	市橋香代	140





 

	追悼
	
	和田憲明先生を偲んで：「軽はずみと羞恥心」に磨きをかけた一心理臨床家の軌跡	児島達美	143








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第18巻 1号 2009			

		

		

				
				
	原著
	
	コラボレイティブな事例報告の試み：ある母娘と共同記述をおこなった事例	高橋規子	1





 

	研究報告
	
	ソリューション・フォーカスト・アプローチの4 つの質問がクライエントへ与える効果：セラピストへの面接調査による検討	伊藤　拓	13





 

	招待講演
	
	臨床における学びと教え	Jeffery K. Zeig

（訳：津川秀夫）	29





 

	教育講演
	
	包括的治療としてのEMDR	市井雅哉	40





 

	シンポジウム　「心理療法における関係性をめぐって」
	
	「心理療法における関係性をめぐって」の序論めいたもの	児島達美	48
	援助関係は援助関係の中でどのようにして定義されるのか	遠山宜哉	52
	 「心理療法における関係性」についての連想	塚本千秋	56
	 最近どう?　クライアントとの関係性は？	高橋規子	60
	 よりよい関係の構築を目指して	濱田恭子	63





 

	書評
	
	『認知行動療法と構成主義心理療法：理論・研究そして実践』	菊池安希子	68
	「ブリーフサイコセラピー研究」誌　編集・投稿・審査規定		71








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第17巻 2号 2008			

		

		

				
				
	原著
	
	多発性硬化症患者の語り分析から考える心理援助	菊岡藤香	67
	 ソリューション・フォーカスト・アプローチにおけるクライエントの満足感について：協同問題解決満足感尺度による検討	鈴木俊太郎

皆川州正	80





 

	研究報告
	
	SFTにおける面接構造の重要性およびフィードバック・メッセージの機能：トラウマを癒したいと来室された女性との7回の面接を通して	相場幸子	91





 

	特別講演
	
	援助職倫理の根本問題	村本詔司	102





 

	シンポジウム　心理療法における時間をめぐって
	
	心理療法における未来の想起：タイムマシン・クエスチョン	黒沢幸子	111
	 物語としての時間：D系列の時間が奏でるポリフォニー（多声楽）	野村直樹

藤原みどり	116
	 物理的「時間」と人間的「時間」のはざま	橋元淳一郎	123
	 指定討論：未来はいま創られている	森　俊夫	128





 

	書評
	
	『ナラティヴ・アプローチの理論から実践まで：希望を掘りあてる考古学』	児島達美	134
	『タイムマシン心理療法：未来・解決志向のブリーフセラピー』	中島　央	136
	「ブリーフサイコセラピー研究」誌　編集・投稿・審査規定		138








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第17巻 1号 2008			

		

		

				
				
	追悼
	
	追悼：Michael White先生	坂本真佐哉	1





 

	特集　解決志向ブリーフセラピーの新たな展開（Berg先生追悼特集）
	
	解決志向ブリーフセラピーを取り入れた

アルコール依存症治療プログラムの開発	安部康之

大谷　恵

長谷川千種	5-17
	学校コンサルテーション・SFAモデルの利点と課題：

訓練ワーク 3事例の検討から	黒沢幸子	18-36
	 子どもの願いに耳を傾ける：児童養護施設職員との共働研究	井上　薫

井上直美	37-47





 

	シンポジウム　ブリーフセラピーからみた「軽度発達障害」
	
	相談機関による「ADHD（疑い）」という言葉がもたらしたもの：

児童相談所での一経験から	柴田　健	48-51
	 誰が「発達障害」についての言説を乱用するのか？	加来洋一	52-55
	 スクールカウンセリングにおける「軽度発達障害という状況」への取り組み方	八巻　秀	56-59





 

	書評
	
	『説得と治療：心理療法の共通要因』	北村文昭	60-61
	 『解決志向アプローチ再入門：臨床現場での効果的な習得法と活用法』	小関哲郎	62-63
			
	「ブリーフサイコセラピー研究」誌　編集・投稿・審査規定		64-65








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第16巻 1号 2007			

		

		

				
				
	追悼
	
	ジェイ・ヘイリー先生を偲ぶ	宮田 敬一	1-3
	追悼：Paul Watzlawick 先生	市橋 香代	4-6





 

	原著
	
	「他機関による影響」を考慮することの有用性について：

紹介事例の検討を通して	安江 高子

高橋 規子	7-18





 

	研究報告
	
	解決志向アプローチにおけるクライエント応答の質的分析：

実験的な面接場面のデータを中心に	栗田 智未	19-29





 

	シンポジウム　ブリーフセラピーが心理臨床家の養成に貢献できることは何か
	
	ブリーフセラピーが心理臨床家の養成に貢献できることは何か：		
	　　スクールカウンセリングの現場から	八巻 秀	30-35
	　　開業の立場から	高橋 規子	36-40
	　　大学教育の現場から	津川 秀夫	41-46
	　　医療の現場から	加来 洋一	47-51
	指定討論：役に立つ物語	安達 圭一郎	52-54
	指定討論：品質向上と管理技法という見方から	和田 憲明	55-59
	リコメント	八巻 秀

高橋 規子

津川 秀夫

加来 洋一	60-64





 

	会員調査
	
	ブリーフサイコセラピーはどのように認識され実践されているか	児島 達美

市橋 香代	65-70





 

	書評
	
	『臨床動作法への招待』	大多和 二郎	71-72
	『ナラティヴ・プラクティスとエキゾチックな人生：

日常生活における多様性の掘り起こし』	吉川 悟	73-75
	『構成主義的心理療法ハンドブック』	遠山 宜哉	76-78
	「ブリーフサイコセラピー研究」誌　編集・投稿・審査規定		79








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第15巻 2号 2006			

		

		

				
				
	追悼
	
	Insoo Kim Berg 先生	磯貝 希久子	83-85.





 

	特集　軽度発達障害
	
	「軽度発達障害」と社会構成主義	市橋 香代	86-96.
	ＡＳＤ療育プログラムの効果評価：最近の知見と今後の展望	富永 眞由美

森 俊夫	97-114.
	高機能広汎性発達障害の子どもへの動作法の適用：

就学前後３年間の適用事例から	高橋 ゆう子	115-125.
	ラベリングをこえて：高機能自閉症児への支援を通して	津川 秀夫	126-137.





 

	会長講演
	
	問いという“型”は何を伝えるか	遠山 宜哉	138-146.





 

	シンポジウム　私たちはどうやってブリーフセラピーを“技化（わざか）”したか？
	
	私が「ブリーフセラピーの島」に上陸した理由	坂本 真佐哉	147-150.
	ブリーフセラピスト・成長ロードマップ：高橋の場合	高橋 規子	151-154.
	私のロードマップ	中島 央	155-160.





 

	シンポジウム　倫理思考を磨く
	
	（倫理・会則委員会企画）

身近な倫理的ジレンマから倫理的思考プロセスを磨く	足立 智昭

村上 雅彦

衣斐 哲臣

森山 敏文	161-170.





 

	書評
	
	『軽度発達障害へのブリーフセラピー：

効果的な特別支援教育の構築のために	加来 洋一	171-172.
	『トラウマからの解放：ＥＭＤＲ』	田中 ひな子	173-174.
	『自閉症／アスペルガー症候群・ＲＤＩ「対人関係発達指導法」：

対人関係のパズルを解く発達支援プログラム』	白木 孝二	175-178.
	「ブリーフサイコセラピー研究」誌　編集・投稿・審査規定		179.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第15巻 1号 2006			

		

		

				
				
	招待論文
	
	パブロフ派・スキナー派・バンデューラ派遊戯療法：

一行動論者による津川（2000）の読解	大野 裕史	11-18.





 

	原著
	
	心理臨床における質問回避	高工 弘貴	19-30.





 

	研究報告
	
	緑色のカメレオンはどこから来たのか：

「問題の外在化」のプロセスに関する一考察	槇野 葉月	31-43.





 

	ブリーフリポート
	
	ブリーフセラピーにおけるアセスメントの重要性に関する一考察	高城 絵里子

鈴木 英一郎

大杉 真紀	44-50.





 

	シンポジウム　場の持つ力を生かし伝えるために
	
	「場のもつ力を生かし伝える」ということ	遠山 宜哉	51-52.
	「浦河べてるの家」とは	川村 敏明	53-60.
	文化心理学からみた現場を伝えるいくつかの工夫	サトウ タツヤ	61-70.





 

	書評
	
	『精神障害への解決志向アプローチ：ストレングスを引き出す

リハビリテーション・メソッド』	岡 留美子	71-72.
	『家族療法学：その実践と形成史のリーディング・テキスト』	坂本 真佐哉	73-75.
	『ＡＤＨＤへのナラティヴ・アプローチ：子どもと家族・支援者の新たな出発』	柴田 健	76-77.





 

	追悼
	
	恩師　下坂幸三先生を偲ぶ	森山 敏文	78-79.
	「ブリーフサイコセラピー研究」誌　編集・投稿・審査規定		80.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第14巻 2005			

		

		

				
				
	Steve de Shazer 追悼特集　解決志向ブリーフセラピー
	
	追悼：Sｔｅｖｅ　de Shazer 先生	市橋香代

津川秀夫	1-2.
	Sｔｅｖｅ　de Shazer の業績と貢献	白木孝二	3-10.
	ディストラクションモデルにおける解決志向アプローチの位置づけ	宮田敬一	11-20.
	解決志向アプローチを少し自由にするために	遠山宜哉	21-30.
	Solution-Focused Therapy の未来を描く：「解決構築」から「何でもあり」へ	小関哲郎	31-36.





 

	特集　ブリーフサイコセラピーにおける研究
	
	心理臨床研究の二つの立場	北村文昭	37-43.
	ブリーフセラピー的実践研究とは	八巻　秀	44-50.
	心理臨床における基礎研究のすすめ：宮大工の知恵に学ぶ	津川秀夫	51-57.





 

	書評
	
	『ミルトン・Ｈ・エリクソン全集　第2巻：感覚、知覚

および心理生理学的過程の催眠性変容』	中野善行	58-61.
	『セラピーをスリムにする！：ブリーフセラピー入門』	村上雅彦	62.
	『ブリーフセラピーの再創造：願いを語る個人コンサルテーション』	原口葉一郎	63.
	「ブリーフサイコセラピー研究」誌　編集・投稿・審査規定	.	64.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第13巻 2004			

		

		

				
				
	原著論文
	
	ORS(Outcome-Rating-Scale)の効果的活用

－クライエントと共に創り上げるセラピーを目指して－	前田 泰宏

内田 由可里	1-12.





 

	研究報告
	
	カウンセリングとプロクルステスの寝台

-ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞの基本ﾌｫｰﾏｯﾄとしてのｿﾘｭｰｼｮﾝ･ﾌｫｰｶｽﾄ･ｱﾌﾟﾛｰﾁについての考察-	中西 公一郎	13-18.
	対人関係で悩む学生への自己解決志向型発達ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｱﾌﾟﾛｰﾁの試み	山本 眞利子	19-28.





 

	ワークショップ報告
	
	カウンセラーというお仕事　講義編	上野 千鶴子	29-35.
	附論）カウンセラーというお仕事　ワークショップ編	上野 千鶴子	36-40.





 

	シンポジウム報告
	
	呪術　陰陽師　あるいは心理療法	菅野 泰蔵	41-44.
	呪術・技術、理論・実践、安定・マンネリ	青木 健次	45-50.





 

	書評・論評
	
	吉本雄史・中野善行 編 無意識を活かす現代心理療法の実践と展開

－メタファー／リソース／トランス－	中島 央	51-52.
	小森康永・野口裕二・野村直樹 編著　セラピストの物語／物語のセラピスト	小関 哲郎	53-54.
	日本ブリーフサイコセラピー学会編　より効果的な心理療法を目指して

－ブリーフサイコセラピーの発展（Ⅱ）－	柴田 健	55-56.





 

	編集委員会から
	
	「ブリーフサイコセラピー研究」誌　編集・投稿・審査規定		57-59.
	英文アブストラクトを書くにあたって		60.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第11巻 2002			

		

		

				
				
	招待論文
	
	若きセラピストへ捧げるクイズ	ジェイ・ヘイリー	1-6.
	より効果的なブリーフセラピーを目指して	マイケル・ホイト	7-12.
	日常生活の智慧としてのディストラクション	宮田　敬一	13-19.
	心理療法における”もう一つの”治療言語の出現	児島　達美	20-26.





 

	特集論文（事例編）
	
	タイムマシン・クエスチョン	黒沢 幸子・

森 俊夫	27-37.
	クライエントからのフィードバックを得るアンケートの利用について	日下 伴子	38-47.





 

	原著　論文
	
	コラボレイティブ・アプローチは、いかにして実践しうるのか	高橋 規子	48-58.





 

	研究報告
	
	ソリューションフォーカスト・アプローチ・モデルへの

再決断療法の統合	中島 央	59-67.
	大学生の将来目標を対象とした解決志向アプローチによる

認知変容に関する実験的研究	原田 由実子	68-76.
	不登校の子どもを持つ親へのブリーフ・インターベンション	大前 泰彦	77-83.
	関係性から見たコンサルテーション過程の基礎的研究	加藤 真琴

斎藤 喜子

宮田 敬一	84-93.
	産業看護婦の交流の活性化を目的とした短期研修の効果について	村上 千恵子	94-102.
	痴呆性高齢者の家族支援	中島 礼

宮田 敬一	103-113.





 

	治療技法の紹介
	
	FAP（FreefromAnxietyProgram）トラウマに対する新しい治療	米沢 宏

大嶋 信頼	114-119.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第10巻 2001			

		

		

				
				
	招待論文
	
	我観ブリーフ・セラピー	下坂 幸三	1-5.





 

	特別講演
	
	援助的コミュニケーションにみる催眠の発見	吉本 武史	6-11.





 

	特別講演
	
	ブリーフこの10年、そして21世紀へ	児島 達美	12-21.





 

	原著論文
	
	動作法が過食傾向の改善に及ぼす影響	高橋 ゆう子	22-32.





 

	研究報告
	
	有効な心理療法を求めて	村上 千恵子	33-42.





 

	カレントトピックス
	
	ブリーフセラピー・モデルによる教育コンサルテーション	高須 俊克

宮田 敬一	43-49.





 

	シンポジウム
	
	問題の外在化が志向するものは何か	児島 達美

吉川 悟	50-52.
	治療方針の変更と外在化について	小野 晴久	53-55.
	私が「外在化」だと思ってやっていること	市橋 香代	56-59.
	外在化の血糖コントロール不良例への応用	松林 直

椋田 稔朗

河合 雅代

阪中 明人	60-62.
	私が「問題の外在化」を多用する理由	坂本 真佐哉	63-65.





 

	書評
	
	井上信子著　対話の技　資質により添う心理援助	森山 敏文	66-67.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第9巻 2000			

		

		

				
				
	
	招待講演　　「TFT(思考場療法）の発展」	Roger Callahan Ph.D.

訳：高橋国法	17.


 

	第1部　原著論文
	
	原著論文１	治療メタファーとしての遊び：エリクソン派遊戯療法	津川 秀夫	18-38.
	原著論文２	治療者が「『技法』を用いる」ことは可能なのかー社会構成主義に基づく相互作用の検討ー	高橋 規子	39-57.
	原著論文３	無断断欠勤により関係者が悩まされ続けた男性への援助過程ー産業臨床において回避傾向のある人に悩むことを押し付けない関わり方の工夫ー	足立 智昭	58-74.
	原著論文４	ソリューション・フォーカスト・アプローチについて：異なる視点からの考察	中西 公一郎	75-95.





 

	第２部　ブリーフ・レポート
	
	ブリーフ・レポート１	「強迫性障害に対する夫婦を利用したブリーフセラピー」	青木 岳也

加来 洋一

和田 憲明

渡辺 義文	96-106.
	ブリーフ・レポート２	問題を外在化することで促進される治療的変化ー摂食障害のケースを通しての一考察	中西 善久	107-123.





 

	第３部　シンポジウム１
	
	話題提供１	私的「ブリーフサイコセラピストの基礎」	衣斐　哲臣	124-128.
	話題提供２	「シンポジスト」という経験を振り返って	高橋　規子	129-133.
	話題提供３	ストーリーとしての「ブリーフサイコセラピスト」の基礎」	小関　哲郎	134-137.
	コメント	『ブリーフサイコセラピストの基礎について』に対する

指定討論	森山　敏文	138-141.





 

	第4部　シンポジウム２
	
	話題提供１	ブリーフサイコセラピーと身体・動作・行為『ブリーフサイコセラピーとしてのアクションメソッド』	高良　聖	142-146.
	話題提供２	『心理療法におけるボディワークの政治的課題』	藤見　幸雄	147-154.
	話題提供３	臨床動作法の立場より	吉川　吉美	155-158.
	コメント１	ブリーフセラピーにおける「調和」の視点	宮田　敬一	159-161.
	コメント２	身体（からだ）と話せる治療者へのラブレター	吉川　悟	162-165.





 

	第５部　カレントトピックス１
	
	カレントトピックス１	被害者相談における事例検討の重要性	大山　みち子	166-173.
	カレントトピックス２	NLP入門ーラポール確立のための具体的な技法ー	濱田　恭子

児島　達美	174-181.
	カレントトピックス３	『プロセス指向心理学への誘い』	藤見　幸雄	182-194.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第8巻 1999			

		

		

				
				
	
	招待講演　　「僕の日常外来診療」	神田橋 條治	1-16.


 

	招待論文

行動分析学に基づく行動形成支援心理療法と再適応支援心理療法	藤田 継道	17-52.


 

	第１部　論文
	
	原著論文	外在化が促進される過程－

衝動行動の持続した男子児童の一例－	加来 洋一

和田 憲明

光野 茂

渡辺 義文	53-65.
	ブリーフ・レポート１	<関連づけ過程>に関する一考察	安田 弘之	66-79.
	ブリーフ・レポート２	ソリューション・フォーカスト・アプローチでは

コミュニケーション上、何が行われているのか？	若島 孔文

佐藤 宏平	80-92.





 

	第２部　カレント・トピックス
	
	カレント・トピックス	認知行動療法	神村 栄一	93-108.





 

	第３部　スーパービジョン報告
	
	事例報告：	高校のふつうの先生にとってのブリーフセラピー	鈴木 昌司	109-117.
	コメント１	鈴木昌司先生の事例報告に対するコメント	森 俊夫	118-120.
	コメント２	「事例K高校２年男子A君の不登校

～ブリーフセラピー的介入の31日」について	白木 孝二	121-125.
	コメント３	ブリーフは恨まれ、疎まれる	吉川 悟	126-130.
	コメント４	シンポジウムでのコメント	神田橋 條治	131-134.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第7巻 1998			

		

		

				
				
	
	特別企画１

国際対談 – 催眠療法、そしてミルトン・エリクソンを語る	アーネスト L. ロッシ

柴田　出	1-16.


 

	特別企画２　カンバセーションアワーを終えて	下坂　幸三	17-20


 

	第1部　論文
	
	原著論文	「観察する」ことでパターンを変えて解決を生み出せるか	坂本　真佐哉	21-39.
	研究報告１	コミュニケョン理論における”拘束（Bind)”の再考	若島　孔文	40-50.
	研究報告２	日常生活における「自然な」心理療法	長谷川　明弘	51-74.
	資料	「既にある解決」と「未来の解決」	小関　哲郎	75-88.





 

	第２部　カレントトピックス
	
	1	見立てと心理療法	東　豊	89-97.
	2	プロブレムかソリューションか	原口　葉一郎	98-104.





 

	第３部　スーパービジョン報告
	
	事例報告	受験をやめると訴えた大学受験予備校生A君と母親とのやりとり	元永　拓郎	105-112.
	コメント１	ポジティブな迷い	宮田　敬一	113-115.
	コメント２	独白	中野　善行	116-118.
	コメント３	元永先生のケースへのコメント	児島　達美	119-121.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第6巻 1997			

		

		

				
				
	
	招待論文１　　エリクソンの思い出	ジェフリー K. ゼイク	1-22.


 

	招待論文２　　ストラテジック・セラピーの展開	ジェイムス・カイム	23-44.


 

	序章　　ブリーフサイコセラピーと行動療法	成瀬 悟策	45-60.



	第１部　原著論文
	
		「治療者にいじめられてきた」と訴える患者とどう会話したのか	吉川 悟	61-84.





 

	第２部　シンポジウム：いじめ・不登校
	
	1	対人関係と子どもの成長	鵜養 啓子	85-90.
	2	常識という名の非常識	吉川 悟	91-96.
	3	「いじめ」を巡ってー解決が教えてくれることー	黒沢 幸子	97-102.
	4	犯罪心理学の立場から見たいじめ・不登校	石田 幸平	103-110.





 

	第３部　スーパービジョン報告
	
		事例報告：いつでもゼロに戻ります	遠山 宣哉	111-124.
		本事例に対するコメント（１）	森 俊夫	125-128.
		本事例に対するコメント（２）	大多和 二郎	129-132.
		本事例に対するコメント（３）	織田 尚生	133-136.
		本事例に対するコメント（４）	乾 吉佑	137-139.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第5巻 1996			

		

		

				
				
	
	招待論文　　ブリーフサイコセラピーと伝統的治療	波平 恵美子	　1-16.


 

	第1部　原著論文
	
	1-1	解決モード	小関 哲郎	17-28.
	1-2	心理療法における「体」の利用	窪田 文子	29-40.
	1-3	治療的キーワード”良い自分””悪い自分”を用いる治療の実際	安田 弘之

久保 千春	41-52.
	1-4	急性ストレス障害の阪神・淡路大震災被災者に対する

眼球運動による脱感作法（EMD）の適用	市井 雅哉

熊野 宏昭	53-70.





 

	第２部　スーパーヴィジョン報告
	
	2-1	前に進めない少年を踏みとどまらせるアプローチ	坂本 真佐哉	71-82.
	2-2	アルコール依存と暴力をこえて	富田 典子	83-94.
	2-3	４歳の長女に対する父親の性的虐待をめぐる両親面接	金子 基典	95-108





 

	第３部　研究報告
	
	3-1	触法少年家族との面接	高橋 幸市	109-118
	3-2	いわゆる「問題行動」と認識の関係について	大垣 京子	119-130.





 

	第4部　特別企画：シンポジウム
	
		心理臨床におけるブリーフセラピー（短期療法）を考える		
		その４ – 技法論をめぐって –		





 

	話題提供
	
	4-1	格闘技と心理療法	小関 哲郎	131-136
	4-2	脱構築の系譜あるいは問題解決志向の不毛性	高橋 哲	137-140.
	4-3	内観療法	伊藤 研一	141-146.
	4-4	動作療法をブリーフセラピーの視点から眺めた場合	吉川 吉美	147-152.





 

	指定討論
	
	4-5	精神分析的ブリーフセラピーの治療機序から	乾 吉佑	153-156.
	4-6	まとめ	大野 清志	157-159.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第4巻 1995			

		

		

				
				
	
	基調講演

心理療法でなぜユーモアをまじめに検討する必要があるのか	ブライアン・ケイド　　1-12.


 

	第１部　シンポジウム
	
	1-1	治療におけるユーモア	東 豊	13-16.
	1-2	ブリーフサイコセラピーにおけるユーモアについて	堀之内 高久	17-20.
	1-3	ユーモアは大事です	森 俊夫	21-26.
	1-4	演技のもつユーモア性、ユーモアの持つ演技性	浅野 恵美子	27-30.
	1-5	「ブリーフサイコセラピーにおけるユーモアについて」指定討論	本城 秀次	31-34.
	1-6	シンポジウムーまとめー	児島 達美	35-38.
	公開対談	「体験」をめぐってーブリーフ、体験、アクチュアリティー	成瀬 悟策

川上 範夫	39-54.





 

	第2部　ワークショップ
	
	2-1	エリクソニアン　アプローチ	宮田 敬一	55-64.
	2-2	エイズカウンセリング	宮崎 昭	65-74.
	2-3	5分でできる情報収集	吉川 悟

村上 雅彦	75-84.
	2-4	解決志向の短期療法	原口 葉一郎

磯貝 希久子	85-94.
	特別

ワークショップ	催眠の誘導と催眠面接の技法	大野 清志	95-116.





 

	第3部　特別企画：シンポジウム
	
	3-1	治療言語からみたブリーフセラピー	児島 達美	117-122.
	3-2	動作療法の技法	窪田 文子	123-128.
	3-3	折衷的アプローチの立場から	金沢 吉展	129-132.
	3-4	「セラピーはパフォーマンスだ」という当たり前のこと	白木 孝二	133-136.
	3-5	「本物臨床」研究会！？	川上 範夫	137-138.
		ブリーフサイコセラピー入門講座	村上 雅彦	139-148.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第I巻 1992			

		

		

				
				
	
	序章　　ブリーフサイコセラピーと行動療法	内山喜久雄	1-12.


 

	第１部　ブリーフサイコセラピーへの道-その有効性と問題点-
	
	第1章	システムズアプローチ	吉川 悟	13-25.
	第2章	ブリーフセラピーと治療言語	長谷川 敬三	26-29.
	第3章	エリクソン心理療法	宮田 敬一	30-35.
	第4章	特別コメントとまとめ		
	I	特別コメント	乾 吉佑	36-41.
	II	まとめ	檜原 広大	42-46.





 

	第２部　ブリーフサイコセラピーの理論と実際（ワークショップ）
	
	第5章	システムズアプローチ

まとめ	吉川　悟

山村 礎	47-65.

66-67.
	第6章	「ブリーフ」としての「サイコドラマ」

まとめ	高良 聖

徳永 豊	68-75.

75-76.
	第7章	BFTC・ミルウォーキー派短期療法	白木 孝二	77-94.





 

	第３部　ケース研究
	
	第8章	質問が新たな現実をつくる

コメント１

コメント２

まとめ	富田 典子

金沢 吉展

大多 和二郎

元永 拓郎	95-106.

107-109.

110-111.

112-113.
	第9章	システムズアプローチ I

コメント	東 豊

森 俊夫	112-114.

112-115.
	第10章	システムズアプローチ II

コメント	村上 雅彦

大多 和二郎	112-116.

112-117.
	第11章	ストラティージック心理療法

まとめ	宮田 敬一

吉川 吉美	112-118.

112-119.
	付録	【特別講演】心理治療ノート～29,000の事例から～	松本 文男	112-120.








		



				

							
			閉じる			
		
	






	

				

							
				ブリーフサイコセラピー研究 第II巻 1993			

		

		

				
				
	
	基調講演　　課題達成的方法と体験治療論	成瀬　悟策	1-20.


 

	第１部　シンポジウム：短いことは浅いことか
	
	1-1	ソリューション・オリエンテッド・セラピー	ウィリアムH.オハンロン	21-25.
	1-2	新ミラノ派家族療法	マテオ・セルヴィーニ	26-28.
	1-3	余計なお世話はしない心理療法	児島 達美	29-32.
	1-4	討論とまとめ	森 俊夫	33-38.





 

	第２部　ワークショップ
	
	2-1	認知療法	大野 裕	39-51.
	2-2	時間制限心理療法	上地 安昭	52-60.
	2-3	動作法・動作療法	藤岡 孝志	61-70.
	2-4	フーコー・ドゥルーズ・ユーモア	長谷 正人	71-81.
	2-5	生活臨床の展望	宮内 勝	82-94.
	2-6	「ゲシュタルト・アプローチ」の内容	入谷 好樹	95-104.
	2-7	MRIブリーフセラピィ	尾川 丈一	105-130.
	2-8	感情モニタリング法	大多 和二郎	131-142.
	2-9	構造主義的認識による組織コンサルテーション	梶原 誠

尾川 丈一	143-158.





 

	第３部　ケース研究
	
	3-1	ケース提供	堀之内 高久

阿部 裕子	159-163.
	3-2	力動的アプローチ	柴田 俊一	164-166.
	3-3	認知的アプローチ	大野 裕	167-169.
	3-4	システムズ・アプローチ	吉川 悟	170-173.
	3-5	ブリーフセラピーの立場から	長谷川 敬三	174-176.
	3-6	イメージからのアプローチ	森山 敏文	177-179.
	3-7	ストラティージックアプローチ	生田 かおる	180-181.
	3-8	サイコドラマ	高良 聖	182-184.
	3-9	ゲシュタルト・アプローチ	入谷 好樹	185-186.
	3-10	全体のまとめ	東 豊	187-190.





 

	第４部　ディスカッション
	
	4-1	身体からのアプローチ・言葉からのアプローチ	中島 健一	191-195.
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村上 雅彦	216-222.
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宮田 敬一	223
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	5-5	心理臨床におけるブリーフセラピーを考える	東 豊	239-241.
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